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「ね
り
ま
座
」
公
演
は
、
年
に

一
度
開
催

す
る
練
馬
区
の
郷
上
芸
能
の
祭
典
で
す
。

当
日
は
、
練
馬
区
内
で
現
在
も
活
動
し
て

い
る
囃
子
連
の
中
か
ら
４
団
体
が
出
演
し
て
、

各
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
囃
子
を
披
露

し
ま
す
〕^

ま
た
、
毎
年
、
関
東
近
県
か
ら
お
招
き
し

た
郷
士
芸
能
団
体
の
ゲ
ス
ト
出
演
も
あ
り
ま

す
。今

年
度
は
、
今
年
２
月
に
下
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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第 87号 ね りまの文化財 平成 25年 (2013)1月

b
区
内
に
は
、
現
在

１６
の
囃
子
の
団
体
が
活

動
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

１５
団
体
が
区
の
登

録
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
持
団
体
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す

（３
頁
の
表
参
照
）
。

囃
子
と
は
本
来
、
引
き
立
た
せ
る
、
賑
や

か
に
す
る
意
味
の
「は
や
す
」
を
語
源
と
し
、

掛
け
声
や
手
拍
子
を
は
じ
め
、
歌
舞
や
劇
な

ど
に
お
け
る
伴
奏
音
楽
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の

演
奏
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
．

区
内
に
残
る
囃
子
は
、
す
べ
て
祭
囃
ｆ
で

す
。
祭
囃
子
と
は
、
神
社
の
祭
礼
に
お
け
る

練
り
行
列
で
山
車
や
屋
台
な
ど
で
演
奏
す
る

囃
子．
の
こ
と
で
す
っ
区
内
各
地
に
あ
る
神
社

の
春
や
秋
の
祭
礼
な
ど
に
際
し
、
屋
台
に
乗

っ
て
神
輿
行
列
を
先
導
し
た
り
、
境
内
の
舞

台
で
演
じ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
ご
ろ
始
ま

っ
た
の
？

区
内
の
囃
ｒ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
起
源

の
は
っ
き
り
し
な
い
囃
子
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
の

一
つ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
囃
子
が

第
二
次
大
戦
の
影
響
で
中
断
し
た
期
間
が
あ

っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
．

し
か
し
、
太
鼓
や
鉦
な
ど
の
道
具
類
に
残

さ
れ
た
墨
書
や
刻
字
、
墓
碑
等
の
記
録
、
言

い
伝
え
な
ど
か
ら
、
起
源
や
活
動
時
期
を
確

認
で
き
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
関
町
囃
子
に
は

「明
治
五
壬
申

午

（
一
人
七
二
）
人
月
吉
日
関
村
囃
子
連
中
」

と
刻
ま
れ
た
鉦
が
現
存
し
、
前
年
に
丼
草
囃

子
に
習
い
始
め
た
と
い
う
口
伝
を
一果
付
け
て

い
ま
す
。
南
田
中
囃
子

。
中
村
囃
子
に
つ
い

て
は
、
明
治

３４
年

（
一
九
〇

一
）
に
建
立
さ

れ
た
神
円
囃
ｉ
の
伝
承
者
石
田
滝
蔵
の
墓
石

（現
板
橋
区
萬
福
寺
）
に

「田
中
村
連
中

中
村
連
中
」
の
陰
刻
が
あ
り
、
当
時
す
で
に

活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ｃ

八
Ｆ
堀
三
古
囃
子
。
中
里
囃
■
な
ど
は
江

戸
時
代
後
期
か
ら
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
多
く
は
明
治

。
人
正
期

に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
ど
ん
な
流
派
や
曲
調
が
あ
る
の
？

区
内
の
囃
子
の
多
く
は
、
近
隣
の
師
匠
や

井
草
囃
子

（田
渕
流
、
現
杉
並
区
Ｙ

経
堂
囃

子

（現
世
円
谷
区
）
な
ど
か
ら
習
い
、
当
初

は
流
派
も
多
様
で
し
た
が
、
現
在
は
神
田
流

が
９
団
体
、
日
渕
流
３
団
体
、
経
堂
流
３
団

体
、
無
流
派
ｌ
団
体
で
す
。

曲
調
は
、
演
奏
の
テ
ン
ポ
の
違
い
に
よ
っ

て
人
間

。
中
間

・
早
間
に
分
か
れ
て
お
り
、

大
間
は
ゆ
っ
た
り
、
早
間
は
速
い
テ
ン
ポ
に

な
り
ま
す
ｃ

◆
ど
ん
な
道
具
が
あ
る
の
？

祭
囃
ｒ
の
道
具
に
は
、
大
太
鼓
、
締
太
鼓

（２
人

一
組
）
、
笛
、
鉦
が
あ
り
ま
す
。

大
太
鼓
は
ケ
ヤ
キ
の
胴
に
馬
皮
を
張

つ
た

鋲
打
太
鼓
で
、
オ
オ
カ
ン
、
オ
オ
ド
ウ
、
オ

オ
カ
ワ
と
も
呼
び
ま
す
ｃ
締
太
鼓
は
ケ
ヤ
キ

の
胴
に
牛
皮
を
麻
縄
で
締
め
る
こ
と
が
多
く

シ
ラ
ベ
と
も
呼
び
ま
す
。
笛
は
篠
竹
を
材
と

し
た
篠
笛
が
使
用
さ
れ
、
ト
ン
ビ
と
も
呼
び

ま
す
＾
鉦
に
は
真
鍮
製
の
摺
鉦
が
多
く
用
い

ら
れ
、
ヨ
ス
ケ
と
も
呼
び
ま
す
ｃ

◆
囃
子
は
演
奏
だ
け
な
の
？

区
内

の
囃
子
は
、
演
奏
だ
け
で
な
く
、
付

随
芸
能

の
あ
る
団
体
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
囃
子
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
獅
子
を
は
じ

め
、
大
黒
天
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
も
ど
き

（馬

鹿
面
な
ど
）
、
て
ん
た

（お
か
め
）
、
て
ん
こ

（狐
）
な
ど
が
舞
い
踊
り
ま
す
。

◆
い
つ
ど
こ
で
練
習
し
て
い
る
の
？

練
習
は
毎
週
特
定
の
曜
日
、
ま
た
は
月
に

２
、
３
回
ほ
ど
行

っ
て
い
る
団
体
が
大
半
で

す
ｃ
場
所
は
祭
礼
を
行
う
神
社
が
多
く
、
他

に
地
区
区
民
館
や
個
人
宅
な
ど
様
々
で
す
。

団
体
に
よ
っ
て
は
、
会
員
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
実
際
に
現
在
、
休
止
中
の
囃
子

が
３
団
体
あ
り
ま
す
。

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
る
団
体
も
あ
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
近
く

の
囃
子
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ

う
か
ｃ
　
　
　
【お
問
合
せ
】
伝
統
文
化
係

神興行ダ」を先導す る屋台lil子

(白 山神社 lil子  山山神社 (練馬 42)祭ネL〉

litノ「i:大 太鼓 右 2人 :締太鼓/後 左 :鉦 右 :笛

(石神井囃子 氷川神社 (石神井台 118)祭礼〉

ひょっとこ      大黒天

(中 里囃子 氷川神社 (大泉町 515)祭礼〉

獅 子
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第 87号  ね りまの文化財 平成 25年 (2013)1月

練馬区登録無形民俗文化財の囃子

陥 名称 保存団体 地 域 上演時期・場所等 概 要 登録

1

八丁堀三

吉囃子

八丁堀三吉囃

子保存会
旭 町

第[地区祭 (豊渓小学

校)。 第六地区祭 (旭町/J

学校)な ど

江戸時代後期、旧板橋村の米掲二古の始

めた囃子が 1日 土支田村に伝来 し成 立ら戦

中戦後一時中断、昭和 51年に復活。大間.

平成元

2
石神井

囃 f

石神井町囃子

連
石神井町

10月 の氷川神社 (石神井台

118)祭 礼など

起源未詳、明治中期に世 田谷区経堂の囃

子か ら習 う。川北囃子 とも呼ばれたが、

戦後石神井 I「囃 rに改称。経堂流、甲間
`

寿獅子舞・恵比須大黒舞などが付 1埴。

平成元

3 中村囃子 中村囃子連 中本|
9月 の人幡神社 (中本J‐ 南

32)祭ネLな ど

起源木詳、明治期

帆 板橋区萬福寺

中に中断、戦後復

こ神 田囃 子の石 田滝蔵

こ墓)か ら伝承.戦時

舌.神 田流、大間。

F成 2

4 関町囃子
関町囃子保存

関町
9月 の天祖若宮人幡官 (関

町北 334)祭ネしなど

明治 4年 (1871)井 卓囃子に習 う。戦時

中に中陶千、戦後復活.田渕流、中間.獅
子舞・ tDど き (13鹿 面踊 り)な どが付随.

平成 3

Э 中里囃子 中里囃子連 人泉町

元旦の人坂神イ11(人 泉町

144)祭ネし、10月 の北野ネ中

社 (東大泉 425)・ 氷川神

社 (大泉町 515)祭 ネLな ど

起源未詳、江戸時代か ら伝わ り、現板橋

区の成増や赤塚か ら伝来 した とされ る.

戦時中に中断、戦後復活。神 田流、大間
=

`「

F子舞 。人黒舞などが付随.

平成 5

6 田柄囃子
出柄囃子保存

円柄
10月 の天祖神社 (田 柄

427)祭ネLな ど

明1台 29年 (1896)に 結成.神 田流、人間

t,ど き (馬 鹿面踊 り)。 大黒舞が付随
=

11成 11

7
石神井台

囃子

石神井台囃子

連
石神井台

4月 の厳 1鳥 神社 (石 神井台

126)祭礼、10月 の氷川神

イ11(石神井台 118)祭 ネLな

だ

起源未詳、明1台 中期に世円谷区経堂の囃

子から習 う=川南囃子とも呼ばれた,戦
時中:こ 中断、戦後石神井囃 子に習い復活

=

経堂流、甲間=仁羽舞が付随.

平成 14

8
南田中

囃子

南田中囃 r保

存会
南田中

10月 の稲荷神社 (南 円中

514)祭礼など

起1原未詳、明治期に神 円囃子の石円滝蔵

(現板橋区萬福寺に墓)か ら伝承=戦時

■に中EIF、 戦後中野区の鷺宮囃子に習い

l・

~活
=神 田流、人間.寿獅子・天狐舞な

どが付随.

1`11文 14

9 貫井囃子
貫井囃子保存 貫井

高松

6月 の須賀神社 (貫井 110,

祭ネし、9月 の人幡ネ中社 (高

松 116)祭ネLな ど

明治期、中野区の鷺宮囃子に習い成立、

戦時中に中断、戦後再開、昭和 45年以降

衰退、同 63年鷺宮囃子に習い復活D田 渕

流、中間c獅子舞が付随.

平成 15

10
春 日町

囃子
春 目町囃子連 春 日町

隔年 9月 の春 日神ネ11(春 日

日「 32)祭礼など

起源未詳、江戸時代まできかのばる可能

性あ り、戦時中に中断、R77和 29年に田lrl

囃 rか ら習い復活.神 田流、大間。寿獅

子舞 。人黒舞などが付随
=

平成 15

11
富十見台

囃 f

富十見台囃 子

保存会
富士見台

3年に一度 10月 の稲荷神

社 (富士見台 342)祭 ネLな

ど

明治期に谷原 (現富士見台)地域で始ま

ったと伝わる。戦時中に中断、戦後に谷

原囃子から分離結成3神 円流、大間。寿

J「T子舞・仁羽舞が付随。

平成 15

12 谷原囃子
谷原囃子保存 谷原・

高野台

隔年 10月 の氷川神社 (高

野台 116)祭 ネLな ど

明治 28年 (1895)杉並区の井卓囃子に習

い成立、戦時中に中断、戦後再開、昭和

40年代に中 Ll・ 、同 61年復活。 田渕流、

中間こ寿獅子舞 。仁羽舞が付随。

平成 15

自由神社

囃子

白山神社囃子

連
練 馬

ら1年 10月 の自山神社 (練

馬 42)祭礼など

明治期には成立していたが、戦時中に中

断、昭和 49年に豊玉囃子 (現在休止中)

に習い復活.神 田流、大間。寿獅子舞・

大黒舞が付随。

平成 16

北町囃子
北円囃子保存

北 町
9月 の氷川神ネ11(北町 822)

祭ネLな ど

昭和 3年 (1928)氷 川神社ネll殿建築時に

奉納 された田柄囃 rに習い成立、初めは

下田柄き り囃子 と称 したが、昭和 55年に

北日∫囃 子に改称.戦時中に中断、戦後に

復活.神 田流、人間.

平成 16

15
卜石神井

囃子

上石神井囃子

中
卜石神井

9月 の石泉囃子連合会大会

(JA東京あおば石神井

支店)な ど

明治期に世田谷区の経堂囃子から習い成

立、戦時中に中断、戦後に復活。井草囃

Fに習い共演した時期 1)あ りこ経堂流、

早間.寿 ll子舞・仁羽舞が付随.

平成 16
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第 87号 ね りまの文化財 平成 25年 (2013)1月

昭
和

２４
年

（
一
九
四
九
）
１
月

２６
日
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
本
造
建
築
物
で
あ
る

法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
自
鳳
時
代

（７
世

紀
半
ば
～
８
世
紀
初
め
）
の
壁
画
が
焼
損
し

ま
し
た
。

こ
の
壁
画
の
焼
損
は
、
国
民
に
強
い
衝
撃

を
与
え
、
火
災
や
災
害
に
よ
る
文
化
財
保
護

の
危
機
を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、

翌
昭
和

２５
年
に
文
化
財
保
護

の
総
括
的
な

法
律
と
し
て
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
昭
和

２９
年

Ｈ
月
３
日
に
法
隆

寺
金
堂
の
修
理
事
業
が
完
了
し
、
翌
年
に
は

法
隆
寺
金
堂
の
焼
損
し
た
日
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
１

・
２
月
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、　
１
月

２６
目
を

「文
化
財
防
火
デ

ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

以
来
、
毎
年
１
月

２６
日
を
中
心
に
、
各
地

で
文
化
財
防
火
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
で
も
、
区
内
の
各
消
防
署
や
、
地

域
の
防
災
組
織
に
よ
る
消
防
演
習
を
、
各
神

社

・
寺
院
で
行

っ
て
お
り
ま
す
．

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
日
時

・
場
所

◆

１
月

２５
口

（金
）
午
前

９
時

３０
分
か
ら

氷
川
神
社

（豊
Ｔ
南

２
１
‐５
‐
５
）

（練
馬
消
防
署
）

◆
１
月

２５
日

（金
）
午
前

１０
時
か
ら

本
立
寺

（関
町
北

４
１
‐６
‐
３
）

（石
神
井
消
防
署
）

【
お
問
合
せ
】

伝
統
文
化
係

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

「江
古
日
の
富
士
塚
」

・の
修
復
工
事
が
終
了
し
き
し
た

平
成

２３
年
３
月

Ｈ
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
彼
害
を
受
け
た
国
指
定
重
要
有

形
民
俗
文
化
財

「江
占
出
の
富

・
Ｌｉ
塚
」
（小
竹

町
１
‐
５９
）
は
、
修
復
の
た
め
立
ち
人
り
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月
上
旬

に
工
事
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
ｃ

今
回
の
修
復
は
、
彼
災
前
の
状
態
に
で
き

る
限
り
戻
す
方
法
で
行
わ
れ
、
頂
上
に
あ
る

石
宮
台
座
の
交
換
、
崩
落
し
た
溶
岩
石
の
固

定
、
傾
い
た
石
造
物
の
復
旧
、
塚
の
崩
落
を

防
ぐ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
防
止
壁
の
設
置
な

ど
、
富
士
塚
全
体
に
お
よ
び
ま
し
た
，

修
復
が
完
了
し
た
富
士
塚
は
９
月
８
日

・

９
日
の
浅
間
神
社
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
区
文
化
財
あ
ん
一な
い

西
庁
舎
１
階
区
民
；
一
一
一
一
一一
一一一一
一

昨年の演 ll楓景 左 :三宝寺 右 :Jl支 田八幡宮

石
神
井
公
園
ふ
る
ヽ
■

‐‐文‐
一ｔ
鸞
一一〓

ひび害1れ した石宮の台座修復 された石宮の台庫

落下した塚崩落防止壁新 しくなった塚崩落防 |11壁


